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心不全治療実態把握の最新アプローチ

マーケットリサーチにおける電子カルテデータの活用
～インサイトワークの視点から～
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プライマリリサーチと電子カルテデータのインテグレーション

心不全領域でのトライアル調査のご紹介

今後に向けての展望
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ユカリア
電子カルテデータ

Secondary Data

SSRI
プライマリリサーチ

Primary Data

両社の持つリソース＆ノウハウの
インテグレーション

◼私たち2社は、新しい市場分析サービスの共同開発に取り組んでいます。

約60万件の
電子カルテデータを統合した
「ユカリアデータレイク」

ヘルスケア領域専門の
市場調査会社としての

リサーチ＆データ分析技術
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プライマリリサーチと電子カルテデータのインテグレーション
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プライマリリサーチと電子カルテデータのインテグレーション
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トライアルプロジェクトの第一弾として、

◼  両社の持つリソースの特性理解

◼  オペレーションプロセスのテスト

◼  アウトプットの実用性検証

のために…

プライマリリサーチをベースに、
リサーチツールとして電子カルテデータを活用して
心不全領域の「医師定量調査」を実施しました。



Copyright © 2023 Social Survey Research Information. All Rights Reserved.

5

プライマリリサーチと電子カルテデータのインテグレーション

心不全領域でのトライアル調査のご紹介

今後に向けての展望
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本トライアル調査の問題意識
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医師を対象としたマーケットリサーチにおいて、

◼治療選択の実態把握は、多くのリサーチで重要な目的の一つ

◼現実の治療選択は、選択に至る背景・経緯も含め、カルテに記録されている

電子カルテデータを活用することで

より実臨床に近い治療選択を質問するリサーチを行い、

インサイトワークに役立てられないか？
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この調査での「治療選択の実態把握」方法

ACE阻害薬（レニベース等）or ARB（ブロプレス等）

β遮断薬（アーチスト等）

利尿薬（ラシックス等）

現在は3剤併用の患者さんに対して、

次に選択するのはどのような治療薬？（複数回答可）

MRA（セララ等）

バソプレシン拮抗薬（サムスカ）

HCNチャネル遮断薬(コララン)

ARNI（エンレスト）

SGLT2阻害薬（フォシーガ等）

sGC刺激薬（ベリキューボ）

その他

薬剤の追加はなし（用量変更のみ）

◼慢性心不全治療医に、患者さんに対して標準治療を行った後の「次の治療選択」を質問

こうした質問への回答結果を、2つの手法間で比較しました。

標準型設問 VS 実症例ベース設問
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◼「標準型」設問：患者をいくつかの集団に分類してタイプ名を提示し、タイプごとの治療選
択を質問
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標準型設問とは？

※プライマリリサーチで通常よく使われる手法なので「標準型」と呼称していますが、これ以外にも様々な質問形式がありえます

CKD合併あり・HFrEF

CKD合併あり・HFmrEF

CKD合併あり・HFpEF

CKD合併なし・HFrEF

CKD合併なし・HFmrEF

CKD合併なし・HFpEF

患者タイプ名を提示して、
CKD合併有無 × LVEF分類の

6分類別に「次の治療選択」を質問

HFrEF：収縮性心不全（EFが40％未満）

HFmrEF：境界型心不全（EFが40％以上50%未満）

HFpEF：拡張性心不全（EFが50％以上）
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◼「実症例ベース」設問：電子カルテデータから作成した症例情報を提示し、治療選択を質問
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実症例ベース設問とは？

CKD合併なし・HFmrEF
この調査では「症例1」として提示

CKD合併なし・HFrEF
この調査では「症例2」として提示

実症例を医師に提示し、
それぞれ

「次の治療選択」を質問
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◼SSRIの調査パネル医師に対するWEBアンケート調査として設計

調査設計

調査目的

処方意向についての「標準型設問」「実症例ベース設問」に対する医
師の反応の差異を把握し、カルテベースの情報提示による処方マイン
ドへの影響を探る。

調査手法 WEB調査（SSRI調査パネル登録医師）

調査地域 日本全国

調査対象

下記を満たすSSRI調査パネル登録医師
・病床数100床以上
・最近１ヶ月に、慢性心不全患者10人以上を経口薬物療法で治療している

調査期間 2023年4月14日～17日

循環器内科
その他内科系
診療科

合計

64 68 132
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◼回答した医師（n=132）の「標準型」「実症例ベース」両設問に対する回答内容を
比較すると…
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調査結果

「CKD合併なし、
HFｍrEF」

症例1：CKD合併なし HFmrEF

症例2:CKD合併なし HFrEF

「CKD合併なし、
HFrEF」

回答医師の80％が、

異なる回答

回答医師の68％が、

異なる回答

回答医師の87％が、下記比較いずれかで「異なる回答」

68%

32%

80%

20%

VS

VS

不一致

一致

不一致

一致



Copyright © 2023 Social Survey Research Information. All Rights Reserved.

12

調査結果

浮腫

腎機能低下

血圧上昇

利尿薬併用でも
効果不十分

症状が悪化

＜実症例データのうち、注目箇所として回答の多かった点＞
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調査結果

症状が悪化

利尿薬投与でも
効果が不十分

EF低下

血圧が低め

繰り返し心不全増悪

＜実症例データのうち、注目箇所として回答の多かった点＞
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◼これまでの手法に加えて実症例ベース設問を活用することで、
インサイトワークの可能性が広がると考えられます。

調査結果のまとめ

標準型設問 実症例ベース設問

標準的/典型的な
治療選択パターンを集計して
市場の全体像を推計できる

症例1例1例に則した
治療選択の瞬間を捉え、
実臨床に近い処方マインドを

把握できる

実症例ベース設問によって、
プライマリリサーチで収集できるインサイトの範囲が拡大
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プライマリリサーチと電子カルテデータのインテグレーション

心不全領域でのトライアル調査のご紹介

今後に向けての展望
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今後に向けての展望：リサーチと電子カルテのインテグレーションの可能性

◼両者の特性を生かした様々なインテグレーションのパターンが考えられます

◼よりリアルなマーケティング課題を想定したトライアルによって可能性を検討していきます

組み合わせのパターン

調査＆分析フロー
設計例

医師定量調査

医師定性調査

患者調査

電子カルテデータの定性分析
（単一 or 少数症例の詳細な記述・可視化）

電子カルテデータの定量分析
（多数症例の解析、群間比較等）

➢カルテデータ分析から治療のReal Behaviorを把握、リサーチでAttitudeを把握

➢カルテデータ分析から仮説を構築、リサーチで検証（カルテデータ分析結果の一般性の確認）

➢リサーチで症例タイプ別ボリュームを把握、カルテデータでターゲット症例を抽出して深堀り

➢Patient Journeyや患者ペルソナを、リサーチ×カルテデータの併用で作成
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